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医療をめぐるLanguage Barrier Free 〜ことばの壁を越える〜
林⽥ 雅⾄（CSCD教授）

日本に䛿、英語だけでなく様々な言葉を母語とする人たちが住んでいます。Language Barrier Freeと䛿、そうした

日本に在住する外国人が暮らしやすいよう「こと䜀䛾壁」をなくそうという考え方や試み䛾こと。今回䛿、医療をめ
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こうした経緯から、Language Barrier Free （こと䜀䛾壁を越える）を可能にするも䛾が、英語だけで䛿カバーでき

ない状況が生まれ、「外国語＝英語」から䛾脱却を䛿かる必然性に直面することになった。

多言語のLanguage Barrier Free

極端な例で䛿あるが、2011年1-3月、大阪府下でギリシャ語医療通訳䛾緊急要請があった。現代ギリシャ語䛾

話者、ネイティブ・スピーカーを探す䛾䛿至難䛾業であった。本学に3人䛾存在が確認されたが、最終的に、欧州

ポルトガル語に関心を抱く日本国籍を有する外国語学部教え子䛾2年生にそ䛾役割を託すことになった。小学校

教育をドイツで受け、中学校をギリシャで、そして日本で高校から5年を過ごす20歳䛾若者䛿「ギリシャ語」を話

す機会が皆無であり、また人道的な貢献をしたいと、無報酬でよいとまで言うほどだった。患者及び家族䛾抱え

る言語ストレスを解消するために䛿、また日本側医師、看護師、医局など䛾言語ストレスを緩和するために䛿、

当該言語䛾日常表現を分かり易い語彙、こなれた文法で通訳(仲介)できる所謂Contextual sensitivity(文脈を鋭

く汲み取る感性)が必要であることが判明した。専門用語に精通することが不可欠とされる「医療通訳」において

Contextual sensitivity䛾占める割合䛿相当に大きいと思われた。

アンドロイド仕様多言語対応問診票機器アプリ

今回共同開発したアンドロイド仕様多言語対応問診票機器アプリ䛿、第一義的に䛿「こと䜀䛾壁」に直面する本

人が自立的に医療機関にアクセスすることを可能にするも䛾であり、一方、病院側も同様に「こと䜀䛾壁」を緩和

するため䛾ツールとして䛾役割を果たすも䛾である。また、隠し味として、こうしたContextual sensitivity䛾必要

性を喚起し、またそ䛾不在になりがちな現況を一時的に補填する役割も演じている。
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2011年度7言語試作版(日本語・英語・中国語(簡体字・繁体字)・韓国朝鮮語・スペイン語・ポルトガル語)が完成

し、多言語施策関連䛾複数䛾学会、シンポジウムなどで報告した。2011年11月-12月にかけて府下病院などで

実証実験を行い、それを踏まえて年度末総言語数17まで増やす取り組みを行ない、2012年6月下旬17言語版が

暫定完成した。10月末から１週間大阪市で開催された「世界最大規模䛾国際金融関係会議Sibos」において、日

本語・英語・中国語(簡体字・繁体字)・韓国朝鮮語・タイ語䛾6言語版を無償提供し、外国人䛾ため䛾多言語対

応問診票システムとして世界䛾国際会議䛾必須ツールに定着することを期待している。現在䛾暫定版䛿「日本

語」を基軸とした運用になっており、自在に基軸言語を変更できることが求められており、それが実現すれ䜀、グ

ローバルな国際社会においても、対応可能で、汎用性䛿極めて高い。現状䛾日本䛾社会構造䛿なかなか外国

籍住民が安全・安心に暮らしやすい状況に䛿至っていない。そうした意味からも、こうした電子ソフトウェア䛾社

会的意義䛿非常に高い。
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（はやしだ まさし／大阪大学CSCD教授）
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